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小樽
大正9（1920）年 第一回国勢調査 108,113人
全国13位
現在 103,645人
およそ260～280位

年間の観光客数
800万人 2024年
過疎地指定

国内外で抜群の知名度

高齢化率 約44％
出生数 331人
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万人 小樽市の観光客入込数
東日本大震災

’84小樽博

運河整備完成
小樽ホテル

裕次郎記念館

有珠山噴火 リーマンショック

新型コロナ





小樽市総合博物館 概要
開館 昭和31（1956）年「小樽市博物館」
函館、網走、釧路、旭川につづき、道内5番目

日本郵船から支店を譲渡→活用方法として浮上
展示資料はすべて「寄託」
地元の研究者、コレクターの支援
登録館へ 昭和36（1961）年
学芸員赴任→「登録博物館」へ

使用していた日本郵船支店が重文指定
→「新博物館構想」

運河沿いにあった「小樽倉庫」を譲渡
→活用方法として浮上、移転





小樽市総合博物館 概要
第3セクターで運営していた「小樽交通記念館」
経営不振による閉館
車両、建造物（重文）の保存が課題
→活用方法として統合移転が浮上

ふるさと納税＋クラウドファンディング

敷地面積 5ha 収蔵車両 50両
対応するスタッフは博物館＋科学館
これが大きな課題 資金確保の必要性

苦戦中！





小樽市総合博物館 概要

学芸員 歴史系2名 自然史系2名
科学系2名 鉄道系1名

調査・普及
企画展（年間3回程度）、
収蔵資料展示（ケース2本・年3回程度）

令和6年度入館者数 149,953人
（うち本館 101,679人 分館48,274人

研究紀要 史料翻刻（近代の日記） 年1冊
講座 年のべ60講座程度（通年講座を含む）
SNS（FB 4800人、X 4000人）





博物館協会賞受賞理由
「地域のネットワークを強化し、地域経済の好
循環が生まれる構造を創るべく、積極的に取り
組んでいる。小規模な地方博物館でありながら
も、地域のアイデンティティを確立した都市再
生が博物館活動とともに進んでいる好事例」
都市再生、地域経済への貢献
→「博物館を使おう」と考えた人々の存在
歴史・自然資料に現在的な価値が含まれると
考えることのできる層が生まれていた。
博物館は「まちの黒衣」としての存在意義



博物館とまちづくり
第3条 「（略）文化の振興、文化観光の推進を
図り、もって地域の活力の向上に寄与すること」

「文化観光」の素材となる文化財
活用に力点を置く文化財保護法の改正

→博物館に「文化観光の施設」という側面

文化財や博物館を観光資源に
「儲からない博物館」や
「稼げない文化財」は不要→邪推？

小樽 文化財が大きな魅力
→今後のまちづくりにおいても重要な要素
留意すべき点は多い



博物館を核とした観光

博物館そのものを目的とした観光システム

理想：「より魅力的な展示、講座の開催」

現実：小規模な地方博物館には資金的な問題

そもそも博物館の設置目的と合致するのか？
→人が来ればよいのか？

コロナ禍で直撃 事業評価では大きなマイナス

大規模な展示、人気の展示→「他力本願」









博物館を「活用する」ためには？

「観光」以外の「活用方法」
まちづくりに博物館機能のどこを使うのか？」
博物館の「資源」＝モノとヒト
博物館本来の中核施設 収蔵庫
そこに保管された史料・資料
近年、評価されにくい「調査・研究」の成果
数字に表れない「貢献」
事業評価では重要視されない

和歌山市立博物館の取り組み
地方博物館の指針



©浜松市博物館



収蔵資料にラーメン鉢一つだに無い和歌山市
立博物館に、「和歌山ラーメンの特徴は何で
すか」、「和歌山ラーメンの起源は何時です
か」などの質問が、数多く寄せられる。わか
らないなりにも、真摯に回答の準備をしなく
てはならない。それが公立博物館の学芸員の
あるべき姿である。

『和歌山市立博物館 研究紀要』第26号 2011
「和歌山ラーメンの源流」寺西 貞弘 より







小樽市総合博物館の資源

周辺地域を含む植物相、昆虫相調査
→半世紀に及ぶ蓄積・近隣町村への協力
人文系調査は地域に密着したテーマ
博物館協会活動奨励賞（2013）
「今」を記録する 地域博物館の役割
どの地域でも記録すべき「歴史」がある
その積み重ねの一つが2万枚に及ぶ写真資料

小樽にかかわる様々な催しに活用





































小樽市総合博物館の進むべき道

博物館の強みは「博物館である」こと

施設そのものを観光施設とするには多額の投資

地域の博物館は地域のためにある
→地域の観光を含めた産業を下支えする役割

情報提供、調査のアドバイスなど
博物館の存在意義を問い直す
「足腰の強化」
→調査研究の確保、成果の市民還元の意識

「困った時の博物館」



当館所蔵の写真資料
（兵庫勝人コレクション）

大学生が同一構図で
撮影した写真

地理情報システム（GIS）を活用した、撮影地点特定調査

京都と札幌の大学生が市民と
協力しながら、約50年前の
景観写真の撮影地点を特定

【調査】 【成果】

「撮影した同一構図
写真」と撮影地点の
「位置情報」を、学
生のスマートフォン
から送信してもらう

同一構図写真と位置情報により、どの場所のまちな
みがどのように変化したのか「間違い探し」のよう
に比較が可能。展示や学校での出前授業でも活用

学生が送信した情報は
すぐにPC上の地図に
表示される



地理情報システム（GIS）を活用した、デジタル図録
昨年開催した企画展を、大学の協力を得ながらデジタル化

当館収蔵の写真や地図を見ながら、まち歩きが可能

現在の地図と昭和5年の地図を重ね合わせ、データに触れると詳細な情報が表示される

・閲覧無料
・アプリのダウンロード不要
（ブラウザで閲覧可能）

・展示を記録するとともに、
デジタルコンテンツならではの
博物館資料の楽しみ方を模索

ストーリーマップでめぐる伊藤整の
「幽鬼の街」展
（ArcGIS StoryMapsデジタル図録）
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